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Abstract 
An experimental study was performed on gas~particle supersonic unsteady flows past blunt bodies (an ax-
isymmetric flat-faced cylinder and a two-dimensional circular cylind目)installed in a horizontal dusty-gas 
shock tube. For dusty日asair containing fly ash (mean diameter 3μm) was used. The experiment was carried 
out for frozen shock Mach number from 1.2 to 2.7 and initial loading ratio of the particles in the gas below丸
二 0.01. Schlieren photographs of the shock waves past blunt bodies taken with an Imacon 790 camera are 








関連する理論的研究としては， 一様流における loadingratio (粒子相の質量流量/気体相の質量
流量)が小さく，粒子の気体流に及ぼす影響は無視できるとして，衝撃層内の粒子の軌跡を調べ
た Probstein~Fassio6J ， Waldman~Reinecke7)， Spurk--Gerber8)などの研究がある O これに対し，
loading rat，ioが比較的大きい場合，すなわち粒子相を連続流体として取り扱い，気体相と粒子相
の問の干渉(抗力と熱伝達による干渉)を考慮して，鈍頭物体まわり，衝撃層内の非平衡流れを
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膜にはルミラ (厚さ0.05，0.075mm) を使用し， 電磁撃針でそれを破膜することにより衝撃波を
発生させた。衝撃波の圧力と衝撃波速度の測定は，半導体圧力変換器(豊田工機， PMS 5 -50H)， 
波形記憶装置(岩崎通信機， DM-7100)，マイクロコンピュータを用いて行った O 粒子濃度の
測定は， レーザ光減衰法13)により求め，光透過式粒径分布測定器を用いて測定した。 また，物
体まわりの流れの観察には， シュリーレン光学系と超高速度カメラ (イメコン790) を使用した。
2.2 供試モデル
本実験に使用した供試モデルを図 2(a)，(b)に示す。 (a)は直径l1mm，長さ 8mmの軸対称平頭円柱
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(a)微粒子を含まない場合 (M，=l. 49) 















































N2， Tt，= 0 



















































A4t -F'4cod Cyllnder 










































































l¥-1s = 1. 34の場合( a )のシュリーレン写真
Circ.ular Cylinder 
N'，ll.-O 

























、 ? ， ， ，、?， ， 、 、波が観察できる。反射衝撃波は
Circuldr Cylinder 
He， '1.= 0 























M，=2.52 Mf=2.42 1]，=0.0006 
(a)微粒子を含まない場合 (b)微粒子を含む場合

















































































ザ。 =0.0017の場合である O 横軸0.0028とMf=l.62， 



















=l.32， ワ。=0.0038とMfニ l.57，マ。ェ0.0024の場合である。 (a)の場合，入射衝撃波の到達と同
時に圧力は不連続的に上昇するが，その後，軸対称平頭円柱体の場合(図1の(a) と違って，一
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